
「Mg-Day in TOKYO Ⅱ」開催について
後援： 経済産業省関東経済産業局、宮城県、徳島県、㈱産業新聞社 他

１０月３０日（火）

１１：００～１２:００ 推進協議会定例会、（開発委員会 １０：００～１１:００）コンベンション大ホール

１３：３０ 開演 ＜公開セミナー＞ コンベンション大ホールにて
① ご挨拶 山口国会議員他
② 挨拶及び概要説明 坂本会長 熊谷事務局長 13:45～14:00
③ 研究報告「世界初マグネシウム空気電池とソーラーのハイブリットカー走行報告」

玉川大学 准教授 斉藤純 名誉教授 小原 宏之 14:00～14:50

公開デイスカッション 15:00～16:30
テーマ：「マグネシウム循環社会の実現について」

座長 坂本 満 会 長 （国研）産業技術総合研究所 上席イノベーションコーディネータ
柴田 浩幸 東北大学 多元物質科学研究所 教授
和田 雄二 東京工業大学 物質理工学院 教授
竹中 俊英 関西大学 化学生命工学部化学・物質工学科 教授
高井 美穂 徳島県議会議員 （〈一社〉三好山城マグネシウム地域活性化協議会））
小野 眞一 古河電池㈱ 代表取締役社長
高橋 秀剛 藤倉ゴム工業㈱ 取締役技術統括部長

ご質問他 16：20～
１６：３０ 閉会
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Mgの循環図 2018.08.01

http://www.soleil-energy.jp
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サイエンスパーク構想とは
■マグネシウムサイエンスパークとは、マグネシウム構造材、合金、

建材等からマグネシウム空気電池へ展開するために、自然エネ

ルギー、余剰時のエネルギーを活用しマグネシウムの製錬を行

い、マグネシウムの再生利用を図る。

■将来的にマグネシウムに限らずエネルギーキャリアとなるものを

循環システムとして位置付け、関わる産業集積を形成する。

マグネシウム
製錬研究
施設設置

各種産業
素材として
活用開発

マグネシ
ウム他

素材産業
集積

製錬（精錬）
の研究
実用化

Mg合金
等リサイ
クルセン
ター

エンジニア・研究者育成と交流 ものづくり継承

エネル
ギーを有
効利用

AI開発、ロ
ボット等



地産地消のエネルギーシステム

（推進中：徳島県三好市、宮崎県日向市、宮城県気仙沼市、久米島など）

１．廃校となった設置された太陽光発電システムの利用
２．使わなくなった水力発電所の利用。
３．風力発電等の設備更新時の契約電力以外の有効利用
４．ゴミ焼却場などの二次エネルギーの有効利用
５．他、未利用、未使用のエネルギーの有効利用

「21世紀に地球が直面する最も大きな課題は、持続可能な方法でエネ
ルギーを生産し、消費しなければならない。 その方法には、エネルギー
キャリアとして注目されるマグネシウムであり、その製錬（精錬）、合金、
構造材及び建材から電池への展開、自然エネルギーや余剰時のエネル
ギーを使ってリサイクルができれば更に有効活用ができるようになりま
す。 我々協議会は、マグネシウムに限らず、今後、エネルギーキャリア
となるものを循環システムとして位置付け、国内のみならず、世界中のど
こでも公平なテーマとして扱いができるように、啓蒙活動を推進、構築、
実現することで、地球環境の維持保全に貢献します。」

推進中
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【緊急推進】マイクロ波還元法 サイエンス・パーク構想から実現



チャレンジすべき事項 サイエンス・パーク構想からの実現

Mgを含めた エネルギーキャリアとして

循環システムを経済的に成立させるための最大の課題は？

→最大のコストである電気代の問題がクリアされること。

・電気代の問題はどうすればクリアできるか？

→未使用電力や未利用電力を探すこと。では、何があるか？

→１）再生可能エネルギー発電所で生じる余剰電力

２）遊休設備となっている中小水力発所の未利用電力

３）ゴミ焼却場の排熱で発電した電力の有効活用

→オンサイトでMgの酸化還元の循環サイクルを回せるシステムを構築する。

→その電力を用いて、マイクロ波製錬装置によりMgの製錬を行う。

→発電所でオンサイトで製錬するので、送電コストが節約できる。

→Mg製錬に供給する電力の電気代はその生産コストをどう考える

かによるが、いずれにせよ本来は利用されない電力の活用であり

安価に設定されることが必要。

→グリーンエネルギーとしての太陽光・熱の効率アップと利用推進。

☆電気は遠くに運べばロスが生じる。（ロスは熱）



ご入会をお待ちしております。

http://www.soleil-energy.jp

一般社団法人マグネシウム循環社会推進協議会
2018.10.01 現在、 約41団体（個人含む）加盟

http://www.soleil-enegy.jp
連絡先：熊谷枝折（くまがいしおり） s-kumagai@soleil-enegy.jp   

携帯：09037520002
（ 古河電池㈱ 045-336-5078 

活動拠点： 東北大学 先端技術開発センター
022-217-3884（℡/Fax)   

http://www.soleil-energy.jp/
http://www.soleil-enegy.jp/


「Mg-Day in TOKYO Ⅱ」（参考）展示品など
後援： 経済産業省関東経済産業局、宮城県、徳島県、㈱産業新聞社 他

１０月３０日（火）

お待ちしております。
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